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加藤 ブルガリア民族学の旅

れ,腹 痛,皮 膚病,眼 病などの薬用 に用

い られる。ふつ う10kgの バ ラの花か ら

101の バ ラ水 が蒸溜 された。

 前 記 の第1,第2の びんの液体 は もう

1度 蒸溜 される。ふつ う4び んのバ シュ

と4び んのアヤクを入れて約2時 間蒸溜

し,約51の 水 を得 る。 この水 はス リヤ

CyP朋 とよばれる。ス リヤを約1時 間静

止 してお くと,表 面に2-4 cmの バ ラ油

の層がで きる。 これ をムスカルMyCKan

とよ ばれる小容器 に集 めて市 場に出すの

であ る。バ ラ油 を採取 した残 りのバ ラ水

は飲用に供せ られ,蒸 溜後のバ ラの花 は

家畜 の飼料 またはバ ラ畑の肥料に された。

ただ し,バ ラの花 が2度 蒸溜 され ること

もあ ったが,こ の場合 には12-13kgの

新 しい花を加えるのがふつ うであ った。

 ブ ルガ リアのバ ラ油の産額 は現在年 間

2,800-3,000kg,]960年 代 の初 め世 界総

産額の33%を 占 め,国 別 に見る と世界 第

1位 であ った。第2位 フランス,第3位

アメ リカ,第4位 トル コ,第5位 ソ連(コ

ーカサス) 。 値段は1970年 度 の場合1kg

あた り8,000レ フ。 もち.うん輸 出 も多 く,

外 貨獲得で重要な役割 を果 してい る。

 バ ラ油の蒸溜工場 は今で は協同組合化

され,バ ラの花を民 間か ら買 い上げる形

で運営 されている。蒸溜法 も原理 は以前

と同 じであ って も,設 備 は 近 代 化 され

て いる。ブルガ リア航空 の機 内で は,カ

ル ロボ製のバ ラ油 を しみ こませ た紙製手

ふ きが くば られた。芳香 だけで な く,皮

膚 もつややかになる との ことであ った。

なお カル ロボのバ ラ油工場 の内部 は,希

望 した けれ ども見せ て もらえなか った。

ただ,い かに も工場 らしい建物 にそ ぐわ

ない,ふ くよかなバ ラの香水 の匂 いが あ

た りにた ちこめていた。

 6月2日 晴 午 前 中プ ロウデ ィフで,

19世 紀 前半に建築 された商 人たちの豪邸

をい くつ も見て歩いた。今 は一 部が修復

され,国 の 文化財 と して 指定 されてい

る。 ほとん どが シンメ トリカル なプ ラン

の2-3階 建 てで,い ず れ も客 間が とく

に華麗 に仕上げ られていた。構造上 の も

うひ とつの特徴 は,エ ルケル9PKepと

よ ばれ る出 っ張 りによ って,2階 は1階

よ りも,3階 は2階 よ りも面積 の広 い場

合が少な くなか った ことである◎商人 ネ

ドコウィチHellKOBH9の 家,フ ランスの

詩人 ラマルテ ィヌが1833年 に宿 泊 したマ

ウ リデ ィMaBPHanの 家,ゲ オル ギアデ

写真10 カ ル ロ ボ の バ ラ油工 場
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イreopma珊 の 家 など10軒 くらいあ っ

た。 しか しこれ らの住宅 は,や は りブル

ガ リア全体か ら見れば例外 的な豪 邸 と言

うべ きであろ う。

 一 般 にブルガ リアの民家建築 はバルカ

ン半 島の他 の諸民族 の場合 とほぼ同 じで

ある といわれる。 幅1-1.2mに な るよ

うに木材で骨組をつ くり,そ の間 を細枝,

煉 瓦,板 あ るいは石 で埋 めて,上 か らも

みが らのま じった粘土 を塗 って壁面 がつ

くって ある。表面が石 灰で白 く塗 られる

場合 も少 くない。

 午 後2時10分 の 飛行機で ワルナへ向か

い,3時 に到着 した。旅行中,ブ ルガ リ

ア各地で建設中 の工場や住宅団地を多数

見か けたが,ワ ル ナ空港か ら市 内へ入 る

途 中で も同 じ光 景に出会 った。

 6月3日 ワルナ 曇 ワル ナは黒海

沿岸 の保養都市 。街路樹が多 く,空 には

カモメが とびか ってい る。海 か らの風が

わ りあい涼 しい。 ホテル と海 辺 との距離

は300mほ ど にす ぎないが,ボ ダ イジ

ュなどの樹木 が うっそ うと茂 って いる。

砂浜 に コンク リー ト2階 建の脱衣場が あ

る。細か くてきれいな砂 だ。 カモ メは生

れたての赤んぼ うの泣 き声 のよ うな奇声

をあげ,と きお り白い糞 を通行人 の頭 に

ふ りか ける。

 私 た ちは海岸に近いホテル の3階 に泊

ったが,右 手 に長 く突 出 した岬 と沖 に碇

泊 してい る数隻の船 がながめ られた。

 ワルナの最初の住民はやは り トラキア

人であ った。前4世 紀 ギ リシア人が侵入

し,こ の町をオデ ッソス と名づけた。 そ

の後 ロー マの支配下に入 ったが,当 時の

遺物 と しては大 きな浴場(2世 紀後半)

の廃城が残 って いる。 これは方形の面積

7,000 m2の 煉 瓦建で,男 性用 と女性用
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の2部 分に シンメ トリカル に分 れてい る。

また ワルナの考 古学 博物館 に も トラキ ア

・ローマ時代の遺物が多数展示 されてい

る。

 ワル ナ市の民族学博物館は3階 に分れ,

1階 には農具,ブ ドウ酒醸 造用 の道具一

式,漁 具 など,2階 には衣服,3階 は現

代都市 における家具や炊事 用具が展示 さ

れ て い た。 館 長 は ニ コ ロ ワMaPHfi

HHKonOBaさ ん 。

 博 物館の見学 を終 って後,市 街か ら少

しはなれた海岸 にあ る保養地 ゾロ トエ ・

ペス キ(黄 金の砂 の意)ま で タクシーを

とば した。その名の通 り,こ この砂は金

色で あった。 その途中 ア ラジ ャAπa>Ka

(まだ らの意)と よばれる古代の洞窟修

道院 の跡 を訪れた。石灰 の断崖 に トンネ

ル が堀 られて あったが,今 か ら100年 く

写真11前4世 紀のテラコッタ。ワルナ博

    物館



加藤  ブルガリア民族学の旅

らい前まではまだ壁画が残 っていた とい

う。

〔ワル ナ遺宝〕

 ア ラジャ洞窟の真下 の半地下室風に建

て られた特別陳列館 で,1972-75年 に ワ

ルナ郊外 で発 見された トラキア以前の黄

金遺宝を 見学 した。 説明者 の メラメ ド

AHApeva MenaMe八 氏 の話 と,ソ 連の考

古学者 チェル ヌィフtlePHblxの 論 文 に

よって概略をのべる とつぎの通 りで ある。

これは工場建設の 敷地 内,地 下65-310

cmの と ころで 発見 され多 くはケノタウ

フ墓(死 者 の遺体の ない墓)の 副葬 品で

あ った。年代比定の きめ手はないが,別

の場所か らの発掘品 と比較検討の結果,

今 か ら5000-6000年 前 の もので あること

は疑いない とい う。 いずれ にして も,あ

る一 つの古代 民族 に属す る文化で,類 似

文化はバルカ ン半 島北東部 の前4000年 期

の集落趾 や墓地 か らの発掘品 によって知

られていた。 しか しこれほど大量 の黄金

遺物が一度 に発 見 されたのはは じめてで

あ り,ヨ ー ロ ッパの古代文 明に新 しい問

題を投 げか けるもの としてセ ンセーシ ョ・

ンをま きおこ した。

 1975年 まで に6ユの墓 が発掘調査 された。

その結果,墓 には2つ のタイプの あるこ

とが判明 した。1つ はふつ うの兵士 らし

い遺体を ともな うもの。 これは40墓 。 も

う1つ は人骨を ともなわないシ ンボ リッ

クな埋葬で,考 古学 でケノタウフ墓 とよ

ばれてい る。 これは2!墓 を数えた。 この

ケノタウフ墓 こそは ワルナ遺宝 の謎 をな

す もので,黄 金遺物(1840点,約4.5kg)

もほ とん どこの墓に集中 していた。墓は

ふつ うの地下墓で,多 くの土器,袋 穂式

の石斧,フ リン トのナイ フ,剥 片,銅 斧,

大 針のほか,黄 金製品では腕輪,垂 飾,

飾 板,牛 や羊 の小像が注 目された。3つ

の墓の場合 には,人 骨 な しで,額,目,

口の位置に黄金 の飾板がおかれ,男 性の

シ ンボルの位置には,そ れ をかた どった

金箔の細長い ものがおか れて あった。人

骨を ともな って,し か も副葬品 の豊か な

墓は1974年 末 に発掘 された1つ だけで,

遺 体 は40-45歳 の 男子 であ った。 この副

葬 品は,人 骨を ともなわない第4号 墓 に

酷似 して いた。

 副 葬品 に含 まれ る貝類には地 中海 産の

写真12 ワルナ遺宝の一部

409



国立民族学博物館研究報告  2巻2号

写真13 ワ ル ナ 遺 宝 の 一 部

もの も多 く,土 器 は埋葬 のために特別 に

作 られた もので,よ く装飾 され,金 粉 の塗

られている もの も少な くなか った。なか

には粘土のマスクをつ くり,そ の上に黄

金製の飾 りをつけた ものもあった。発 掘

調査にブル ガ リアの専門家 とともに参加

した ソ連の考古学者 チェル ヌィフは,こ

の文化の 担い手 が 現地 に 住んだ 農耕民

(家畜 も飼養 していた)で,グ メ リニ ツ

ァryMenbHmua文 化,あ るいは カ ラノ

ボKapaHOBO～V[文 化,さ らには コジャデ

ル メ ンKoルKaAePMeH文 化 と称 してい

る。

 6月4日,5日 晴 ワルナか ら汽車

で古都 ティル ノボへ向か う。鉄道の沿線

には,ま っ赤なケ シの見事 な群落が点在

し,白 いアカシアの花 も目を楽 しませた。

車中で1人 前70ス トチ ンキ(約280円)

の サ ン ドウィ ッチを食べなが ら,案 内の

ネデ ィさんの話を きいた。彼女 の父親 は

75歳,も と会計検査官であ った。母親 は

もと教師で73歳 。いずれ も今 は年金生活

者 としてバ ラ油で有 名な カザ ンル イク市

に住 んでいる。 ほか にシプ カとい う町 に

別荘 もあ る。 ネデ ィさん は私た ちを両親

の家に案 内したが ったが,今 回はいかに

も時間が なか った。

 ゴ ルナ ・オ リャフウィツ ァとい う駅 で

汽車を降 り,テ ィル ノボ行のバスに乗 り

換 えたが,ど い ういわけかバスがひ どい

混雑で,も う少 しで トランクを持 ったま

まふ り落 され るところで あ った。

 テ ィル ノボは ヤ ン トラ 分HTpa川 沿 い

に発達 した城 下町 で,市 街 はツ ァレベ ツ

UapeBe馬 トラペ ジツァTpane3valla,ス

ベ タ ・ゴラCBeTa ropaな どの丘の斜 面

に築 かれてい る。 このあた りには旧石器

時代か らの遺物が発 見されてお り,住 み

よい場所を選 ぶ人 間の眼は昔 も今 も変 ら

ないことを示 してい る。 ツァレベ ツ丘 で

はブルガ リアの第1国 家期(681-1118年)

の遺跡が発見 された。

 しか し,テ ィルノボの全盛期は1186年

か らオスマ ン ・トル コの侵入(1393年)
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までで,ブ ルガ リァの建築 ・美術の中心

であ った。 この時期は,ブ ルガ リアのい

わゆる第2国 家期に相当する。

 ブ ルガ リアの第2国 家期は,ビ ザ ンツ

の長期にわたる支配 か らの離脱 にはじま

るが,そ の先頭 を切 ったのはテ ィル ノボ

であ った。 アセ ン2世(1218-1241年)

の とき,ヨ ーロ ッパ南東 部における最強

の国家 として勢威を誇 るが,そ の死後 イ

ワイロとい う豚飼 いの指導す る反乱 によ

って コンスタ ンチ ン ・アセ ン王 は殺 され,

イ ワイロはテ ィルノボ王城 に入 り,先 王

の妃 マ リア と結婚,王 位 を奪 った。

 現 在,テ ィルノボのツ ァレベ ッツ丘 に

修復 されつつあ る王城 をは じめとす る多

くの遺跡 は,ほ とんどが この第2国 家期

の もので ある。 しか し,19世 紀 初頭の,

いわ ゆる 「ブルガ リア ・ル ネ ッサ ンス」

期 には民家建築 が盛 んになった。現在 ワ

ロシャBapOHIa丘 の 急斜面 に軒をつ ら

ねる見事 な町なみは この時代 に属す る。

狭い通 りを広 くす るために工夫 され たエ

ルケル,石 畳の坂道,ヤ ン トラ川の断崖

をそのまま利用 した幾重に も重な る屋根

など,テ ィルノボ独特 の景観 である。夜

と もなると,家 々の灯 がヤ ン トラ川 に影

って一段 と興趣をそえる。

 テ ィル ノボで は郷土史 博物館,キ ャラ

バ ン・サ ライ(1858年 フ ィチ ェフHHKonoth

Φ四eBに よ って 建設 され た),聖 コンス

タンチ ンとエ レナ教会(1872-73年 建),

テ ィルノボ城 などを見学 した。キ ャラバ

ン ・サ ライはハ ンxaHと も よばれ,19

世 紀 のホテル ともい うべ きもので,テ ラ

スつ きの石造3階 建,2階 に はアーチ型

の列柱がな らんでいた。今で は民族学博

物館にな ってお り,皮 革,板 金,彫 金,「

鍛冶な どの職場が道 具をそろえて展示 さ

れて あった。

 衣 服 も豊富であ った。 ここで ブルガ リ

アの衣服について一言 しよ う。 同行 のネ

デ ィさんは衣服や刺繍 について もくわ し

く,ソ フ ィア大学で民族学 の講義 を して

いる との ことであ った。以下 は主 と して

写真14 テ ィ ル ノ ボ の 市 街
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ネデ ィさん の話 によった ものである。 な

お ソフィアの博物館 にはブルガ リア全土

の衣服 がタイプ別に展示 されている。

〔ブルガ リアの衣服〕

 19世 紀 末 までのブル ガ リアでは,衣 服

はふつ う家庭 でつ くられた。19世 紀末か

ら20世 紀初 頭にかけて工場製 の衣服が 日

常生活 に浸透 しは じめ,伝 統的 な衣服は

急速 にすたれ はじめた。

 ブルガ リアの女性 の伝統 的衣服 は,ワ

ンピースの上 に着 るものによ ってつ ぎの

よ うに分 け られ る。第1は,前 掛(エ プ

ロン,ブ ル ガ リア語でnpeCTKJIKa)の よ

うな布地(た いて い毛織物)を 前 と後 に

ウェス トで結 びつ ける衣服 で,ド ブプ レ

スチル チェノ 八BynpeCTHnqeHOと よば

れ,主 として北部の ドナ ウ川流域 に広 ま

って いた。 この場合,後 側の布地 は前側

の ものよ り広か った。前側の布地 はせま

い代 りに,色 が鮮かで,豊 かに装飾 され

ていた。後方 の布地 には,ひ だをつける

ことが多か った。 ワンピースの胸,袖,

裾 は刺繍で飾 られて いた。 この タイプは

ルー マニ ア,ウ ク ライナ,南 ロシアの も

のによ く似てい るとい う。

 第2は スクマ ンCyKMaHと よばれ る

もので,ブ ルガ リァの典型 的な女性衣服

であ り,国 の中央部に広 ま って いた。 ス

クマ ンとは青地 または黒地 の毛織物でつ

くられた一糎 の袖な し(あ って も短かい)

の ことで,チ ューニ ック風の裁ち方 が多

図1 ブルガ リア女性の伝統的衣服のタイプ別分布(ワ カレルスキによる)。
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加藤 ブルガリア民族学の旅

写真15エ ドノプレスチルチェノ型の

   花嫁衣裳。クシャクに注意

か った。裾 は刺繍 やアプ リケで装飾され

た。ふつ う,チ ューニ ック風 のワンピー

ス,毛 織物 の帯,鮮 か な色彩の前掛 とい

っしょに着 る ことが多か った。

 第3は サイチェノCa酌eHOで,前 開

きのボタ ンや留 め金 のないジャケ ット様

の上 っ張 りで ある。袖 は長袖 あるいは短

写真16銀 線でつくられた

    クシャク

袖で ある。 この場合 の ワンピース はス ク

マンの場合 とほ とんど同 じであった。 こ

のタイプはブルガ リアの南西部お よび南

部 に分布 してい る。

 第4は エ ドノブ。レスチル チェノEAHO-

npeCTnmeHo,ワ ン ピースの上に 前掛1

枚 のタイプであ る。 このタイプの分布地

域 はせ ま く,南 西部 の一部 に限 られた。

女性の晴着にはク シャクKymaKと よば

れる大 きな金属製飾板 を ウェス トの前部

(腹)に つけ る。銀 または銅製が多 く,鋳

こんだ もの,た たき出 した もの,細 い銀

線で細工 した ものなどの種類があ った。

私た ちはブルガ リアの多 くの博物館や修

道院で見事な細工 のク シャクを多数見 る

ことがで きた。

 男性 の衣服 は,女 性 の ものに比べる と,

博 物館で もたいへ ん少 なか った。実際に

着てい る人 に出会 ったのは,旅 行中を通

じてただ ひとりであ った。伝統的な男性

の衣服 は,色 彩 と裁 断法 を異にす る2つ

の タイプに分かれた。1つ は白地 の羅紗

でつ くられたズボ ンで,主 と して西部に

広 まっていた。 もう1つ は青,黒,茶 色

の布地 で,腰 以下 は細 く,腰 まわ りはゆ

った りしていた。 このタイプは主 として

東部および南部 に広 ま っていた。 腰には

いずれの場合 も幅 の広 い赤 その他 の布地
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